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５
月　

日
、
三
角
セ
ン
タ
ー
で

２８

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
セ
ミ
ナ
ー

　

み
す
み
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

in（
宇
城
市
婦
人
会
連
絡
協
議
会
大
会

と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
事
業
、
参
加
者
約

２
２
０
人
）。
内
閣
府
制
作
の
Ｄ
Ｖ

Ｄ
「
歴
史
あ
る
街
並
み
を
蘇
ら
せ
る

女
性
た
ち
！
〜
小
川
町
・
風
の
会

〜
」
を
視
聴
後
、
宇
城
市
ま
ち
づ
く

り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
緒
方
洋
子
氏
が

「
男
女
共
同
参
画
は
ま
ち
づ
く
り
」

と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

・
男
性
も
女
性
も
共
に
社
会
を
支
え

る
一
員
。
自
分
の
住
ん
で
い
る
町
・

地
域
を
見
直
し
、
元
気
で
住
み
よ
い

町
と
す
る
た
め
に
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で
粘
り

強
く
話
し
合
い
を
重
ね
な
が
ら
結
果

を
出
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
う
。

・
講
演
を
聞
き
、
私
た
ち
の
町
に
も

い
ろ
い
ろ
探
せ
ば
、
遺
跡
な
ど
多
く

聞
い
た
り
見
た
り
す
る
。
こ
れ
を
小

川
町
の
よ
う
に
マ
ッ
プ
に
で
き
れ
ば

い
い
な
と
思
う
。

　

１
９
９
４
年
か
ら
４
年
ご
と
に
開

か
れ
て
い
る
世
界
女
性
ス
ポ
ー
ツ
会

議
は
、
女
性
と
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
巻

く
課
題
に
取
り
組
む
だ
け
で
な
く
、

世
界
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
を
目
的
と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

成
果
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
第
４
回
会
議
が
ア
ジ
ア
で
初

め
て
、
５
月　

日
〜　

日
に
熊
本
市

１１

１４

で
開
催
さ
れ
、
宇
城
市
か
ら
体
育
指

導
委
員
な
ど
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

４
日
間
の
会
議
期
間
中
、
本
会
議

場
・
分
科
会
場
と
も
に
国
際
会
議
ら

し
く
、
色
と
り
ど
り
の
民
族
衣
装
に

彩
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
が
飛
び

交
う
中
、「
女
性
と
ス
ポ
ー
ツ
」
と

い
う
テ
ー
マ
を
通
し
て
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
に
つ
い
て
論
議
さ
れ

ま
し
た
。

　

日
本
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど

世
界
レ
ベ
ル
の
大
会
で
の
女
性
選
手

の
活
躍
は
特
筆
す
べ
き
も
の
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
女
性
が
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
む
こ
と
は
日
常
的
な
こ
と
で
あ

り
、
生
活
を
豊
か
に
彩
る
た
め
の
ス

ポ
ー
ツ
が
文
化
と
し
て
定
着
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
会
議
の
場
で
は
内
外
の

参
加
者
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
界
に
お
け

る
男
女
共
同
参
画
に
関
わ
る
問
題
が

さ
ま
ざ
ま
に
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

●
宗
教
・
慣
習
な
ど
を
理
由
に
女
性

が
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
排
除
・
制
約
さ

れ
て
い
る
国
・
地
域
が
あ
る
。

●
ゴ
ル
フ
・
テ
ニ
ス
な
ど
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
の
国
際
的
な
大
会
で
、
優

勝
賞
金
額
な
ど
に
男
性
優
位
の
状

況
が
残
っ
て
い
る
。
な
ど

　

こ
れ
ら
の
論
議
を
受
け
て
、
最
終

日
に
は
熊
本
協
働
宣
言
「
私
た
ち
は
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
の
た
め
、
世
界
の
ス

ポ
ー
ツ
界
に
影
響
を
持
つ
関
係
機
関

お
よ
び
個
人
が
密
接
な
協
働
を
目
指

す
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
、
今
後
４

年
間
（
２
０
０
６
年
〜
２
０
１
０

年
）、
熊
本
会
議
で
生
ま
れ
た
積
極

的
な
『
変
化
へ
の
参
加
』
と
い
う
ビ

ジ
ョ
ン
を
確
実
に
推
進
し
ま
す
」
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
宇
城
市
体
育
指
導
委

員
・
女
性
部
長
の
末
永
和
子
さ
ん
は
、

「
熊
本
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
を
テ
ー
マ

に
し
た
分
科
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

か
ね
て
か
ら
市
の
体
育
関
係
者
の
中

で
も
論
議
さ
れ
て
い
る
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
財
政
的
な
問
題

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
外
国
か
ら
の
参
加
者
の
発

言
を
聞
く
中
で
、
ス
ポ
ー
ツ
界
に
お

け
る
女
性
の
地
位
に
つ
い
て
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
女
性
の
競
技
役
員

は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
の
が
現
状
で
、

役
員
の
う
ち　

％
女
性
が
い
れ
ば
い

１０

い
方
で
す
。
今
回
、
熊
本
で
世
界
女

性
ス
ポ
ー
ツ
会
議
が
行
な
わ
れ
た
こ

と
で
、
ス
ポ
ー
ツ
界
で
の
男
女
共
同

参
画
が
推
進
さ
れ
る
き
っ
か
け
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」
と

感
想
を
話
し
ま
し
た
。

　

市
で
も
、
こ
の
世
界
女
性
ス
ポ
ー

ツ
会
議
の
宣
言
を
生
か
し
、
７
月　
１５

日
か
ら
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
セ

ミ
ナ
ー　

〜
コ
コ
ロ
と
か
ら
だ
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ス
〜
」
に
託
児
を
設

け
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の

お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
に
も
参
加
し

や
す
い
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
通
信 

vol.20

男女共生係 
　　32－1111 
（内線245） 
　　32－0110FAX

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
セ
ミ

ナ
ー　

み
す
み
」
開
催

in

「
２
０
０
６
世
界
女
性
ス
ポ
ー
ツ

会
議
く
ま
も
と
」
に
参
加

宇城市体育指導委員女性部長

末永和子さん
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生涯学習課 
人権教育係 

33-1240
（内線332） 

いろんな学習を通して人に優しく、人と触
れ合い、仲間の素晴らしさに気づく。そん
な学習会です。

豊野町コミュニティセンターで
「ふれ愛学習会」を開催しています

日程
　・午後４時～４時３０分
　　基礎学力をつける（国語、算数など）
　・午後４時３０分～５時３０分
　　人権学習
参加費は無料。どなたでも参加できます。
年間の活動計画は次のとおりです。

５
月
９
日
の
開
講
式
の
様
子

１学期　生命
内容期日

開講式（コミセン）５／９
狭山学習５／２４
性と人権６／１４
読み聞かせと七夕作り６／２８
ハンセン病について７／１２
研修旅行（菊池恵楓園）８／１

２学期　共生・環境教育
内容期日

高齢者交流（軽スポーツ）９／１３
自然に親しむ（押し花）９／２７
人権子ども集会１０／１１
手話をしよう１０／２５
車いすを体験しよう１１／８
人権啓発ビデオ１１／２２
キャンドル作り（廃油利用）１２／１３
ケーキ作り１２／２０

３学期　国際理解・生活
内容期日

人権啓発ビデオ１／１０
国際交流（ＡＬＴ先生と話そう）１／２４
郷土料理（食文化に学ぶ）２／１４
一年をみなおそう（感想）２／２８
閉講式（コミセン）３／１４

※詳しい内容などはお問い合わせください。
□問 　生涯学習課　人権教育係　�３３―１１７５

平
成　

年
度
宇
城
市
学
校

１８

人
権
教
育
研
究
会
総
会
を
開
催

　

５
月　

日
、
松
橋
小
学
校
体
育
館
で
あ
り
ま
し
た
。
総
会
で
は

３１

役
員
選
出
、
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
の
承
認
を
し
、
今
年
度
の
５

つ
の
努
力
目
標
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

今
後
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
通
し
、
市
に
お
け
る
人
権
と
共
生
の

世
紀
を
実
現
す
る
た
め
に
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
差
別

の
解
消
を
目
指
す
人
権
教
育
の
研
究
と
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

一．学校や地域における人権課題を
明らかにし、学校総体として積極的
に課題解決に努めるとともに、教職
員自身が人権感覚を磨き実践的指導
力の向上に努める。

一．一人ひとりの子どもと
深く関わり、共に育ち共に
伸びる教育実践に努め、子
どもの学力・健康・進路を
保証する。

一．家庭・地域への啓発活
動の工夫改善と積極的な推
進に努める。

一．同和問題を人権問題の重要な柱
としてとらえ、あらゆる人権問題の
解決に向けた人権教育の推進に努め
る。

宇城市学校人権教育研究会

平成１８年度５つの努力目標

一．すべての教育活動を通して、自
分の大切さとともに他の人の大切さ
を認めることができるような豊かな
人権感覚と、不合理な差別をなくす
実践力を身に付けた子どもの育成に
努める。


